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発　刊　に　あ　た　っ　て

岡山市は、大和、北九州、出雲などとともに、古代文化がはなや加こ開花した吉備国の中心

に位置しています。

したがって、岡山市は文化財の宝庫であって、その種類も多く、歴史研究のうえからも重要

な地域であります。ところが、経済優先とそれにともなう地域の開発から、貴重な文化財が失
．

なわれていき、われわれの祖先が創造した文化遺産がっぎつぎに姿を消してしまうという憂慮

すべき状況にあります。

岡山市教育委員会は、このような現状にかんがみ、貴重な文化財を保護し、地域開発とのよ

りよい調和をはかるため、各種の保護施策を行なってまLiりました。

ところが、その施策も年を追って充実拡大していく反面、年月の経過により施策の記録が散
l

逸したり、その足跡が見られなくなったりすることもあり、‘貴重な資料をのこし、広く周知す
L l

l

るための具体的を方策がまたれていたのであります。－

そこで、本年度意を決して、「岡山市文化財保護年報」にまとめ、研究者や愛好家は勿論、

一般の市民の方々に文化財保護行政の実体をご理解いただくことにより、文化財の保護活用に

資することにいたしました。

ご活用を賜わるとともに、文化財保護行政全般に対してのご高見ご助勢をたまわるようお願

いいたします。

昭和53年3月

岡山市教育委員会

文化課長　植　田　心　壮
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工．発　掘　調　査　事　業

1・天神溺遺跡発掘調査概要

I　調　査　経　過

天神溺遺跡は、吉備中山の南東山麓の岡山市尾上小字天神満に所在する土器片散布地である。

尾上小字天神溺一帯は、山麓が段々畑となっており、地元地権者による土地区画整理法に基

づく区画整理事業が立案された。この事業計画は、法の定めるところにより岡山市建設局区画

整理部計画課の指導監督下に推進され、実施に先だち昭和50年3月28日、計画課から岡山市教

育委員会文化課に、当該地における遺跡の有無の照会がなされた。照会を受けた文化課は、当

該地が周知の遺跡にない地区であったが、散布地が近隣にあるため現地踏査を実施した。

調査結果、当該地を含めて天神溺一帯に、土師器系土器の破片を中心に須恵器片等の散布が

確認された。文化課は、散布地の確認に基づき一帯の遺跡保存を計画課に要望するとともに、

その具体的措置についての折衝を重ねた○しかし、当該事業は、事業主体者が地元地権者の組

合であるため、散布地という漠然とした理由で、事業中止をLがたい情勢にあった。このため、

文化課は、発掘調査により非常に重要な遺跡が検出された場合には、その保存を含めて取り扱
l

いについて、別途協議する余地を残して、一部記録保存をも兼ねた事前調査を実施することと

なった。

調査は、文化課と岡山市遺跡調査団により、調査団が編成され、昭和50年9月16日から10月

2日までの、延13日にわたって実施された。

岡山市尾上天神溺遺跡発掘調査阻織

調査主体者　岡山市教育委員会

調査責任者　岡山市教育委員会　教育長　橋　本　　進

調査団　　　団長　水　内　昌　康　　調査員　植田心壮　出富徳尚

市川俊介　　根木　修

井上甫之　　河本ひとみ

調査にあたっては、地元地権者の方々の献身的なご助勢・ご支援のあったことをここに記し

て、調査に参加下さった方に謝意を表する。

また、諸々に指導、助言を下さった研究者の方々に感謝申し上げる。

紬、夫神溺遣跡（てんじんたわいせき）の呼称は、小字名の天欄が「溺（おぼれ）」と「噸（たわ）」を誤用さ

れていると推定されるが、固有名詞として用例に従っている。
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Ⅱ　調　査　結　果

1．遺J一　構

天神溺遺跡は、尾上小字天神瀕の南向きの小さな谷の西から、北の山麓部分一帯に、土師器系

土器・須恵器を中心とした土器片が、散在する散布地である。遺跡の所在地付近は、山腹斜面

に沿って幾段にも細分化した、段々畑で、．最近、南・東・北の三方が次々と宅地造成されてい

る。土器片の散布する地形は、大きくみて西斜面直下の小段々畑の部分（上段）と、北斜面の

やや広い面的な畑の段（中段）と、その下の数年前までの水田面（下段）との3段に分けられ

る。地元の聞き取り調査から、下段水田地の西側一帯は、戦時中の土取りによって現地形とな

ったことが判明したので、調査の対象地を北寄りにおいて、発掘を実施することにした。発掘

トレンチは、上段の西寄りにTⅡ、中段中央にT工、下段にTⅢを設定した。

発掘の結果、T工ではプライマリーな包含層及び土拡墓を中心とした遺構が検出されたが、

TIでは段々畑造成で遺構が削平されており、TⅢでは土取りと水田化の地下げによって遺構

の所在する包含層の削平されてしまっていることが判明した。

（1）TI

トレンチで土師器系土器の完形品を多く含む土器片の集積を伴う、浅い土拡（以下土器溜ピ

ットという）と土肱墓群が、検出された。土器溜ピットはトレンチ西部にあり、長径2．5m、

短径1．5mの楕円形プランで、深さ10～12cmの底の平らな掘りl込みで、底面上に10cm程の埋土
ヽ

をおいて土器片が、雑然と集積された状態で置かれている。この土器溜は、散逸していた土器

を整理集積して、一括投棄された状態にある。また、土器溜ピットの周辺には、数個の角礫を

置いた不整形な楕円形の切り合う掘り込みが、数基あり、これらは、土葬用の墓拡と判断され

る。土拡墓は、多くが大形台付深皿を伴っている。以上の状態から、TI西部の遺構群は、土

拡墓群とそれに伴う土器集積のピットと考えられる。

トレンチの中部で、下層の包含層上面からピット群が検出された。その中央のピットは、長

さ約2m、幅90cm、深さ20cmの舟形土元で、土拡上面に平らな角礫を点々と置き、し特に中央部

に大きな石を配置している。また、土拡上面の北寄りに大形台付深皿が伏せて置かれており、

底面から品質の良く、ない緑粕碗破片が出土した。この状況から、これらのピットは墓肱と判断

される。

いずれにしても、このトレンチ付近の遺構は、生産・生活祉（集落・人家）背後に形成され

た墓域及び不用物投棄場所と推定され、遺跡の中心の生産・生活址は、中段の南端から南に位

置していたと推測される。
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磁　　　器し∴　輸入白磁・青磁・灰和・青白磁等

備　前　焼：摺鉢片

亀　山　焼：無

須　恵　器：破片器種不明

3．総　　　括

（1）遺跡の所在状況

南向きの天神溺の小さな谷の西・北山麓に土器片

の散布が認められるが、各トレンチ及び地元の聞き

取り調査の結果、西斜面一帯は、大半が土取りによ

る地形変更をされ、また段々畑造成による削平もさ

れており、付近の土器散布が2次的なものと判明し

ミ＝＝』＝ク

∴定了曇

遺物実測図　0
l l l l l l l

た。TIを設定した中段には、耕土下に土拡墓群を中心とするプライマリーな遺構及び包含層

が存在している＿と推定される。しかし、TIの土層状態からみて、中段の北側はすでに地山ま

で削平されており、また、南側は平面形成のため盛土造成されており、この部分の遺構の遺存

状態は良くないであろう。天神溺遺跡全体としてみると、中心遺構は中段の南側から下段一帯

に形成されていたと推測される。TⅢを設定した下段の平地は、断面観察からかってこの一帯

中心に遺構が形成されていたと推定されたが、遺跡の形成され一る基盤層上まで削平が及んでお

り、僅かに深い柱穴などの先端が確認されるだけである。

（2）性格

T工で検出された遺構及び遺物から、中段の遺構は、天神溺の小谷を中心に営まれた生産生

活の場の背後末端に、付随的に形成されたものと推定される。また、出土土器の大多数が地場

生産と考えられる土師器系土器の日常雑器一括組み合せであり、当時の輸入磁器が極く少量混

入しているにすぎず、前者に後者が共伴すると考えられない。このことは、この地域が吉備の

津の近隣に位置し、近くに辛川市場・廃神力寺址・常行堂牡を中心にした輸入磁器片散布地も

あり、また、南に大安寺領の荘園が形成されていることからみて、この地域でも磁器が使用さ

れても当然であるのに対し、天神溺遺跡を形成した人々が輸入磁器に緑のない生活であったこ

とを示すものである。この遺跡を形成した人々は、地場（自家）製土器を日常生活用器として

使用する集団であったと考えさせられる。また、土拡墓の状態は、墓が生活址背後に特別の供

献用副葬品を伴わない土葬であったことを示し、集団の階層性の一端を物語るものであろう。

以上の観点から、天神溺遺跡を形成させた集団は、直接生産者であり、多分に被支配者層的
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な、庶民的位置に置かれたものであろう。

（3）時代

天神溺遺跡の形成された時代は、平賀時代奉から鎌倉時代初期に推定される。しかし、今回

検出された土師器系土器は、これまで未検出の一括資料であるため、今後の資料集積と検討を

またねばならない。

保
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TI西部土器溜ピット実測図
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2・今谷1号墳発掘謝査概要

1．調　査　経　過

今谷1号境は、岡山市街地の東に、東西によこたわる独立山塊の操山の一支山である笠井山

東部の南側山腹に発見された横穴式石室墳で、墳丘が削平され、石室の一部も喝壊されていた。
°

この古墳は、海吉（みよし）の集落背後に位置するが、所在地が笠井山北側の今谷埠区に含ま

れるため、今谷1号境と呼称した。

操山山塊には、前期古墳が25基、後期古墳が約100基確認され、操山古墳群と総称され、この

内の後期古蜂は、大部分一般化した後Ⅱ期の横穴式石室墳である。後期古墳は、旭川河口付近

を除く操山山塊に均一的な分布状態を示し、山塊を構成するいくつかの山別の支群に分類され、

今谷1号境は笠井山支群に含まれる。笠井山支群は、山頂寄りの南山腹斜面に形成された10基

前後よりなる二つの小群集墳と、南東に延びる尾根の山腹に数基が群成するもの、山腹に点在

するものとから成り立っている。今谷1号境は、点在の部類に入り、地形的には海吉本村の集

落背後の谷に点在する古墳の一員と見る方が妥当かも知れない。

この古墳は、これまでの分布調査に漏れており、学校法人岡山県就実学園の笠井山東部にお

ける運動場造成事業の伐閥に伴って発見されたものである。岡山市教育委員会は、同学園のこ

の地区における学校施設の造成計画に対し、付近に後期古墳が多数存在していることから、計

画地内の確認されている古墳等の保護を要望して来ていた。造成計画地は、古墳等の確認され

ていない地点であったが、伐閥に伴って本古墳が発見され、同学園からその旨が岡山市教育委

員会へ連絡された。連絡を受けた岡山市教育委員会は、文化課職員が現地確認にあたる一方、

この古墳の保存施策を同学園と協議した。しかし、古墳の所在地が運動場造成工事の基本工事

箇所にあたり、設計変更による現状保存が講じがたい状況にあったため、同学園の依頼に基づ

いてJ岡山市教育委員会と就実学園とが事前に発掘調査を実施し、記録保存を図った後に運動

場造成盛土下に古墳を埋め込むことにした。そして、運動場地表面に何らかの標示により、古

墳の所在を明示しておくこととなった。

就実学園からの依頼により、岡山市教育委員会は、同学園の全面的協力のものに発掘調査を

昭和51年9月8日から9月30日で実施した。なお、発癌にあたっては、造成工事の施工業者で

ある株式会社荒木組の多大な協力、助勢を得たことを記し謝意を表したい。
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○　今谷1号墳発掘調査組織

調査主体者　　岡山市教育委員会　　　　　教　育　長　　橋本　進

調　査　員　　岡山市教育委員会文化課　　課　　　　長　　植田心壮

文化財専門監　　市川俊介

文化財係長　　井上甫之

主　　　　事　　出宮徳尚

主　　　　事　　根木　修

主　　　　事　　熊代智恵子

調査補助員　　岡山市松新町　　矢部文治　　　同　　　　　　足羽登起男

岡山大学生　　神谷正義　　　明治大学生　　河本ひとみ

調査作業員　　株式会社荒木組作業員

○　調査経過

昭和51年9月8日　　測点杭の設定

9月9日　　発掘開始

9月30日　　終　　了

延べ13日に及ぶ発掘調査がなされたが、発掘開始翌日から17号台風の豪雨に遇い、大幅に遅

延した。古墳自体は、周辺一帯の竹林造成により墳丘がほとんど削平され、石室上部も破損さ

れており、さらに石室も中世に改修されて当初の姿を留めるものでなかった。
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2．調　査　結　果

今谷1号境は、付近一帯が竹林となっていたため、その造成により墳丘が削平されており、

石室天井石が露出し、内部の大半が埋没した一部破損状態にあった。発掘の結果、石室と墳丘

の造成は、地山を石室構築予定規模に掘り下げた掘り方の両側を側壁用に削平した基礎地形に、

側壁一段目を構築するとともにその高さまで墳丘を盛り上げ、以後、側壁・奥壁の石積段築と

もに墳丘盛土を造成していたものである。墳丘の構築状態は、石室に直交する直径が9mの山寄せ

の円墳である。露出していた天井石の3枚は、竹林造成に伴う墳丘削平時に大幅に動かされて、

半転落状態で遺存していたものであった。石室は、規模が現長4・3m、奥床面幅90cm、同上部

幅65cm、現入口部床面幅110cm、同上部幅100cm、高さ約120cmを計り、入口部の少し広が

った持ち送り状の無袖の横穴式石室である。しかし、古墳築造時のプライマリーな石積は、奥

壁から第5石（3・7m）までであり、第6石より前方が後世の改修構築で動かされており、本

来の全長の計測はなしえない状態にあった。石室の構築は、側壁・奥壁が基本的には野石の三

段築によるもので、掘り方に一段ごとに積み上げてあるが裏込め・控積が全くなく、一段目を

列べると同時に背後を墳丘造成土で固め、同様に2段目・3段目も築成している。

調査の結果、石室床面上に10cm程の厚さの2次的造成床面があり、この層上面から灯明皿・

早島焼腕等の破片が平面的に出土し、石室は、中世初頭頃に古墳の埋葬物が掃撤除去されて、

その上に床面が造成されており、石室の一部が改修されて「籠堂」的な祭祀施設に再利用され

ていたことが判明した。奥壁から両側の第6石とその両側前方の小角礫を敷いた段状の配石や、

その前方の小角礫群・ピットは、この改修及びそれ以降に造成されたもので、石室規模からみ

て玄室前部から羨道が破壊されていることは明らかである。2次的床面及びその造成層から上

記の中世土器片に混って、須恵器片・釘等鉄器片などこの古墳本来の埋葬品破損残留物が検出

されたが、古墳本来の埋葬品は、中央部右壁に接して中世の掃撤もれの短頸壷が1個検出され

たにすぎなかった。しかし、古墳の北背後約30mの山腹緩斜面から、この古墳の副葬品等を一

括邸内したと考えられる、有機質土と須恵器・鉄片等の詰った不定形ピットが造成工事に伴っ

て発見された。この発見は、ブルトザーの削平工程であったため遺構・遣物が完全に酎聞さ

れており、大半が破砕された状態にあったもので、古墳副葬品の再埋納の状態、ピットの掘り

方などを検出できなかった。これらの追物に混って石室の2次的床面で検出された灯明皿や早

島焼碗片もあり、この一括邸内は、石室の再利用に際して本来の古墳の遣物が撤去されて一括

埋棄されたものと判断される。この一括吐働状態は中世の石室再利用時に遣物を単に除去投棄

したものでなく、何らかの意識的配慮をもって再埋納してあると考えるのが妥当で、石室の再

利用が多分に宗教的なものであったことを推測させる。

一括埋納遣物は、球蓋7個体分・土不身6個体分・高杯1個体分・娘1個体分・提瓶2個体分
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及び婆などの須恵器片、鍛・刀子・鈍・刀・釘等の鉄器片・金環1個、さらに早島焼碗片・灯

明皿片等であった。出土物からみて、今谷1号墳は、6世紀後葉に築造させ、7世紀前葉まで

墓として使用されていたと考えられる。

いずれにしても、今谷1号境は、操山後期古墳群の中でみれば、中形石室の小振の部類に入

るもので、中世の改修で羨道部が判然としないが、玄室の広がり具合からみて、無袖型の横穴式

石室であったと推定される。操山後期古墳の中形石室境の個別的存在のものは、無袖（あるい

は埼れ袖）型のものが多しき傾向にあり・、今谷1号境もこれに一致するであろう。ま、た、本古

墳は、横穴式石室境としてだけでなく、中世祭祀（宗教施設）関係遺構でもあり、複合遺跡と

して注目される。

：位　置
刷り品J鎮k丑＼

＼、＼∴∴＼、、、、

・、＼

遺物実測図
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今谷．1号墳周辺地形測量図
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3．備中高松城跡公園発掘調査概況

岡山市教育委員会は、岡山市による国指定史跡備中高松城跡を中心とした史跡公園整備事業

に伴い、城跡周辺部の状態を検証するために発掘調査団（団長　水内昌康）を編成して、発掘

調査を実施した。発掘は、事業地外の指定地（本丸跡）と城跡東部を除いた、本丸跡に隣接す

る水田に十数本のトレンチを設定して、昭和50年10月16日から12月22日まで行なわれた。

備中高松城は、天正10年（1582）の羽柴秀吉の水攻めで著名であるが、遺構としては本丸跡

の土壇と二の九・三の丸の跡とされる水田微高が残るにすぎず、城郭構造が全く不明である。

水攻めの終局が本能寺の変に絡んで劇的な展開をしたために、城主は当時の清水宗治以外には

ほとんど考慮されず、城は宗治の死による開城をもって廃絶したと見撤され、現存遺構即水攻

め時の城跡とされている。しかし、城主は、石川久式（宗治の主家）－清水宗治一花房正成

（水攻め後に当城を領有した字喜多氏の重臣）－花房職元（慶長6年以降に当地を知行した旗

本）と変遷しており、この城は水攻め後から江戸時代初期まで存続していたと考えられる。

発掘調査の結果、本丸跡周辺で捨石構築が検出され、これは、西側の一部が欠落するものの

ほぼ全周に伴うものであり、北半では現地形に沿応するが、南半では現地形と斜交したり間隙

があったりする。捨石は、水辺の造成の付属的な基礎地形であり、城側に対向して段取ってあ

って城郭本体の土壇末端を受け止める状態を示し、石垣の根石の状態にはない。また、二の丸

跡周辺では捨石が検出されず、この構築は、本丸跡にだけ伴うものと判断される。

なお、捨石上面と現本丸跡最高位との比高が2．7mしかなく、現本丸跡の後の造成を考える

と水攻め当時の高松城本丸は、高さが2．5mにも及ばぬ状態にあったと推定される。

各トレンチからは多量の瓦片や灯明皿・磁器・備前焼・亀山焼・カワラケ等の破片、木椀・
こけら

笛・板・柿・釘等の遣物が出土した○瓦は、3型式に分類され、第工型式が右廻りの巴の軒丸

瓦と類例を見ない若荷と弓矢の文様の軒平瓦で、少量出土し、戦国時代後半に比定される。第

Ⅱ型式瓦は、五三の桐の軒丸瓦と唐草文様の軒平瓦で、やや多く出土し、岡山城の同種瓦から

1590年頃に比定される。第Ⅲ型式は、江戸時代初期の量産瓦で、多量に出土した。また捨石石

材として16世紀に備中南東部で信仰された文英の石仏や野仏・一石五輪等が投入されていた。

さて、以上のことから、現存の高松城本丸跡は、江戸時代初期の旗本花房職元が構築した陣

屋的小城郭の跡と判断され、水攻め後に改築使用されていることが判明した。従って、水攻め

時の高松城は、後の本格的な造成構築状態からみて、沼沢地を活用した難攻の城であって、一

部に瓦葺の建物を伴っていたにせよ、土壇築成からなる中世の居館的な城郭構造にあったと推

定されるに至った。
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図版天神溺遺跡遺構写真

TI中央部土塀墓
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図版備中高松城跡写真
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I．修　理　事　業

1．吉備津神社北随神門修理概要（岡山市吉備湘31）（大正2年4月14日国指定）

（1）工事の対象

名 称 ・構 造 形式 等
建 造 物 の大 きさ 備　　　　　　　　　 考

平 面嘩 軒 面積 屋根 面 積 予算額 ‘ 工　 期 修理 方針

吉備 津神 社 北随

神 門

三門 一戸 八脚 門

入 母屋 造 ，桧皮 葺 ）l

2．92 3 10 1 ．27°5． 14 7 ．69

千円

8，000

事業 期 間 6 ケ月

昭和5 1年 1月 1 日

～
昭和 51年6 月30 日

≡夢・　　　　　l

屋 根茸 替 及 び ・

塗琴修 理 な ど

（2）建立及び修理の経過

吉備津神社は、吉備国の総鎮守であり、また備中一宮として有名である。その創建は不明で

あるが、仁徳天皇の頃とも伝えられ、その後、康永3年（1343）、正平6年（1351）と二度の

炎上にあっている。北随神門は本殿の北、一段低い場所に建っ。その建立年代は本殿などと同

じ頃の再建と思われるが、明確でない。天文11年（1542）の上葺棟札の記録があり、建物の様

式の上からも、その頃の再建かともいわれている。

その後、屋根の葦替え及び小修理は、数回にわたり行なわれており、昭和6年に根本的な解

体修理を経ているので、軸部は完全である。屋根は昭和30年度に軒付及び平葦のうち軒先部分

と妻の軒付尻並に箕甲の一部を茸直しなど部分修理が行なわれた。

しかし、桧皮全面にわたって磨損しており、軒先部分で敷込み水難同板が露して雨水が浸透

し、軒付の部分的腐朽を生じていた。加えて落葉の堆積と苔の密生により雨水の流下を妨げ、

全面茸替えの時期に達していた。

また、内外部の塗装については、前回修理に新補した木材面がよく保存されていた。再用古
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材面（柱・斗扶部・隅木・極等）の浮き上りによる剥落がはかまだしく、下地を露出した部分

が各所に見られた。

胡粉塗（胴羽目板・軒妻板・斗扶・肘木・木口等）は全体にわたって剥落または浮き上りを

きたして、外観を損じていた。

その他、亀腹は出角が欠損して、下地を露出しており、また一部で亀裂を生じた部分もあり、

全体にわたって汚損がいちじるしかった。

以上の破損状況により、今回は屋根の全面的茸替えと塗装工事を行ない、さらに亀腹の修理

を行った。
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2．吉備津彦神社本殿修理概要（岡山市一宮1043）（昭和43年4月19日県指定）

（1）工事の対象

名称 ・構 造 形式 等

建 造物 の大 き さ 備 ．　　　　　　　　　　　　 者

平面 嘩 屋根 面稜 予算 額 工　 期 修 理 方針

吉備 津彦 神社 本殿

三 間社，流 れ造，

屋根 桧皮 葺

1112

50 ．715
m 2

200 ．88
千円

8 ，990 事 業期 間 5 ケ 月

昭和 50 4日 2月 1 日

′　、　＿′
昭和 乱年 4 月 30月 ．

屋根 茸替

（野地 ，・箱棟 補修 ）

（3）建立及び修理の経過

吉備津彦神社は、社記によれば推古天皇元年（593）の創立と伝えられ、主神に吉備津彦命

をまつっている。

現在の本殿は、元禄10年（1697）岡山藩主池田綱政が再建したものであるが、その後の修理

については明らかでない。

軸継廻りの補修は、わずかに見られるが、屋根はたびたび葺替えが行なわれている。

本殿桧皮葺は、すでに耐用年数を経過し、部分的に雨漏りを生じ特に軒鼻水切銅板の腐朽に

ともない雨水は軒口にまわっており、また上軒付の一部が落下したところもあり、このまま、放

置できない状況に至っていた。

この破損状況により、今回の屋根の全面的茸替えをした。
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3・旧足守藩侍屋敷遺構修理概要（岡山市足守）

（り　遺構について

この遺構は、推定江戸中期の武家屋敷として、、その形態をほぼ完全に近い状態で残している

ものであり、昭和31年4月1日、岡山県の重要文化財に指定されている。

遺構は、門、母屋、土蔵、内蔵、湯殿、御成門、土塀及び庭園等からなり、その配置は第1

図のとおりである。

第1図　旧足守藩侍屋敷遺構配置図

●門

桁行13・85m、梁間3．94m、一重、屋根入母屋、本瓦葺、土蔵造。

漆喰塗とした壁の外側は、下方に瓦を貼って「なまこ壁」とし、正面右に寄せて幅4．22mの

通路を設けている。通路には、前面から89cm入った位置に両側を中間に本柱をたてて冠木をわ

たし、下に蹴放を据え、南開の扉を入れ左脇の潜り口には片閲の戸をたてている。通路の上の

天井は厚板張りとなっている。通路の左側は、6畳の中間部屋で潜り口の外に面した位置に横

連子窓を開き、前庭に面した側には採光のための格子窓をっけている。通路の右側は、茶室に
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仕立てて使っていた6畳部屋が置かれている。

●母　屋

桁行17．73m、梁行3．94m、一重、寄棟、屋根茅葦、四面に瓦葺の廟。

柱は、約12cm角のものを使用しているが、土間のまわりの管柱には、それより細いものや曲

がった材を用いている。仕上げの大部分はカンナ仕上げであるが、土間まわりや桁などは小刻

みにしたチョウナ仕上げとしている。桁行11間、梁間2間がこの建物の主体で、束を用いない

でこれを合掌に組んでいる。

母屋のほぼ中央には唐破風造りにした2間の玄関があり、式台を上がると8畳の間となって

いる。その右手が13畳の間、そして、その上手に主室の8畳の座敷が庭に面して突き出たよう

に設けてある。

座敷には、正面左に寄せて緑を取り入れた1間の床があり、これに直角に張り出して1間の

附書院を設けている。この書院窓は、花頭窓と称するものであり、又、書院脇の緑は「竹挟み

棒線」としての風流の気分を醸しだしている。床脇には棚を設けず、座敷の外側から次の間の

前面を通して、幅45cmの緑を設けそこへ雨戸をたて、雨戸の上はすべて無双連子欄間を入れて

いる。なお、座敷と次の間との境の欄間は香図組欄間という珍しいもので、天井はすべて竿緑

天井としている。

玄関から下手に6畳の間があり、その下手が広い土間で、ここに内玄関が設けてあり、家の

主人や家族又は普通の来客が使用したものである。

裏側には、下手から6畳・3畳・7畳半の居室があり、中ほどに4畳・2畳の問が設けられ

ている。2畳の部屋は仏間として使用したものと思われる。

●土蔵2棟

内蔵は母屋の裏から5．91m離れた位置にあり、桁行5．82m、梁間4．36m、重層、切妻造、本

瓦茸とした土蔵で、母屋に向いた側の左に寄せて入口を設け、背面の壁の一階と二階に各一個

の窓を開き、また二階の両側にも窓を置いている。母屋から内蔵の入口まで幅1．97mの渡り廊

下が設けてあるが、これは、後世につくられたものであろう。

母屋の東南端に近く、前庭に画して建てた土蔵は、桁行5．93m、梁間4．08m、一重、本瓦茸

の建物で、前面に深さ1間の麻をつけ、廟の両側には厚い壁をつけて土廟にして使用している。・

この土蔵は大蔵とも称し、家老屋敷に必要な公用の建物である。

●御成門その他
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御成門は桁行1間、屋根を本瓦葦にした切妻造りの二脚門で、板戸を南開につけている。そ

の左右には土塀が続いている。

なお、内蔵の東に湯殿と便所を一棟にした建物があるが、これは後補と思われる。

（2）足守漕及び杉原家について

足守藩木下家は、家定のとき妹「ねね」が秀吉の北政所となったので木下氏を呼ぶことを許

され、また、豊臣の称号も与えられた。

木下家定は、関ケ原合戦に際しては、北政所を守護し中立をまもったので、慶長6年（1601）

姫路から備中国足守25，000石に転封し、ここに足守藩木下家が始まり、明治維新まで続いた。

第2図　足守藩木下家主系図

】いえさだ　2かっとし

杉原道松丁家定－勝俊

＿＿三三l三

（平家利）
3としふさ　4としまさ　5としさだ　6きんさだ

利房－利苫－利貞－肯定

7としきよ　8としただ　9としとら10としよし11としのり112としちか

－利潔一一利息－利彪一利徽一利徳－利愛

13としやす　14としはる15としとみ

利恭－利玄一一一一一－jり福

この侍屋敷の旧所有者である杉原家は、足守藩主木下家とは親族関係にある家柄で、利房が、

慶長13年藩主となったとき、杉原正方が随従して足守に来て、正方の子正長のとき家老職にあ

げられ、以来、杉原正貞まで七世、その地位を世襲して明治維新まで及んだ。

（3）保存修理について

遺構は老朽化が著しく進んでおり、修理前にはすでに長屋門の棟の一部が崩れ落ち、母屋に

ついても崩壊寸前という状態にあった。

昭和48年4月、所有者である杉原隆二氏から岡山市に対してこの遺構を寄付するという申し

出があり、岡山市ではこれを受けて、さっそく保存修理に着手した。

保存修理の概要は、つぎのとおり。

総事業費　　66，240，000円

着　　工　　昭和48年12月

完　　工　　昭和50年3月
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修理内容

・母屋及び門－全面解体復元工事
1

・土蔵・内蔵－一部解体工事

・東門・御成門・土塀・庭園－復元工事

設計監理者－文化財建築技師　湧田森徳

施工者－株式会社　藤原組

工事中、柱・梁その他の建築材料を詳細に点検し、これらに残る痕跡を検討した結果、母屋

については、創建後数回にわたり修理又は改造が行なわれていることが判明した。こ／のため、

できるだけ創建当時の状態に復元することとし、間取り等っぎのとおり変更した。
I

第3図　修理前母屋平面図

＝ 出 川 日用

＝ 1 1日 目 】 l ＝ 】＝ 日 日 】

8 畳

1・貢≡∃圭 表 ＝痢

床

8　 螢 8　　 ′托
4 ．5 畳 土

間

8　　 畳

中床

8　　 畳

l
l 地袋

土
間 第 4 図　 修 理 後 母 屋 平 面 図

l ＝ ll lI川

l

5 ．5　 畳 2 眉二 上、
【＝1
戸斤

U ＝日間 出 日出 l 日用 】＝ 旧 】

便所

11日 I l日日日日 ＝日 出

8畳

′邑

6畳

土間8　　畳 13　　畳
便
所床

4畳

l 出 l 1 二且 押入
口炉

6畳 土間7．5畳 3畳
日日＝ll

ll l ll l l H l■ll ■■l t ll

なお、門についても復元に際して、後世の増築部を切り取った。

（4）現在の管理について

旧足守藩侍屋敷は、岡山市条例の定めるところにより、岡山市教育委員会が管理することと

し、月曜日を除き毎日無料で一般公開している。また、部屋は有料で使用できることになって

いる。

詳細は、岡山市足守「足守藩侍屋敷」まで。電話　足守局（08629）5－0983
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修理後の全景

修理前の全景
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Ⅲ．新　指　定　文　化　財

）昭和48年度から昭和52年度までの間に、国・県・市において、新たに指定文化財として積極

的な保轟の対象としたものは下記のとおりである。

1．国　　指　　定

種　　　　 別
（指定年月日）

名　　　　 称 所 一　在　 地 管　 理　 者 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要

1女　　 蕗

l
l
l
；‾（昭i9．．11．25）i

1

浦 間茶 臼山古墳 浦　　　　 間 岡　 山　 市

全長約 12 0 m の前方後円墳。 4 世紀築 造の前期大形古墳

で あ草．。．後 円部の石室 から、鉄剣 ア銅 線 ・勾玉 などが出土

し′た と伝 え られてお り1°、現在で は、後 再部 亘その所在 を示

す大 きな穴 が竹 やぶの なかに残 って いる。おそ らく、の ち

に吉備 国上道県 となる地 域の首長墓で．あろ う・。

l
l
：奥 ‾・　 籍 ・

∴（由 1⊥6 ‘・5 ）

信　　 長　　 記

津　　　　 島

文　 部　 省。－

岡山藩主池 田家伝 来の 「信長記」で ， 15番 か らなる‘。本

書接織 田信長 の重 臣太 田牛一の 自筆本で 、信 長入洛 か ら本

（岡山大学 能 寺の変の 自匁まで の 15年間 を、 1 年 1 巻 にま とめ られて

図葦館） い る。店 長記 に関 する古書は多 くあるが、 「原本信 長記」

系統 の祖本 と して価値 が高い。

工 ．　 芸

・（昭52．6．11）

紅地菊枝桐 亀甲 丸・・‾の　 内 ．財団法人

岡山藩主池田光政 の祖 父で、姫路藩主池 田輝政 の夫人舶

子 が使 用 した もの。

文唐織小袖 （向山美術館） 岡山奏術館 桃 山時代の代表的 な唐織 の一 つで、元の体裁 か ら袖 幅が

少 し出 されているので 、灘 衣装 と して使用 された よ うで ある。

工　　　 芸

・（昭5軍．6 ．11）

能装束　 ‾紅地山
同　　　　 上 同　　　 上

江戸時 代の初期、岡 山藩主池 田家ゆ かりの人 が使 ったも

の らしい。桃山時代 と江戸時代 の過 渡期の もめと考え られ・

橡円文模様縫箔 る貴重 な資料で ある。・

，両袖 と背に草 花模様の伊達紋 がっいているのも珍 らしい。

天 然記念物 ，

．（昭52．‘7 ．2‘）

ナ ス ．モ ド キ 地域 を定 めず

一見 アユに似 てい るが、 ドジ ョウ科 の淡水魚。 自然分布

が琵琶湖淀川 水系 と、県内 の旭川 、吉 井川、高梁川の 3 川

とその水系に のみ棲 息す る・稀少魚 である。

なお、 この指 定は種の指定で あって、特別 な地域 を定め ・

て指定 されていない。

建 ．造　 物」・旧 禾 養 家 住 宅 用　　　　 人 岡　 山　 県

犬養家 は市 の西部 に位置す．る農家で 、旧家 として代々大

庄屋 を勤 め二一 時 は庭 瀬藩の藩士 にと りたて られた ことも

あ るとい う。 この犬 養家の建造物 の うち、主屋 、土蔵 の 2

1冊召53．．1．．飢）

棟 が指定 さ．れた。この 2 棟 は、18世紀中頃 の建 築 と思われる。

※　 別 に、史跡 と して県指定

2．県　指　定

無 形 文 化 財 能 楽 喋 子 大 鼓 門　　　　 田 守 家 金 十 郎

葺 生 錬 三 郎 派 大 鼓 は 、 江 戸 初 期 に始 ま り、度 々将 軍 上 覧

に も出 演 して い た。 そ の後 、・一 時 絶 え た か た ち で あ っ た が ，

明 治 中 頃 、 観 世 流 宗 家 座 付 加藤 八 百 作 師 が 岡 山 に在 住 し、

‘加 藤 幸 直 先 生 が そ の衣 鉢 を継 承 した 。 そ して 、‾幸 直 先生 の

（昭49言 ．‾．3．1 ）
流 儀 は 守 家 金 十 郎 氏 た だ ひ と り 串 陸が れ た。－た若 、・‘こ の 間

山 の み伝 わ る由 緒 あ る 唯一 の 能 楽 大 鼓 の 流 儀 で あ る 。
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建　 造　 物 吉備津 神社 回廊 吉　 備　 津 ．

I

藤 井　 敬 ＿

総延長 192 蘭 （約346 ＿m ‾・）‘ゐ回廊 で、・その長 さ－は長谷寺

をぬき 全国 でも致少い もので・ある．。

社記 によると、中世 にはF、・・・牒 在 よ りももっ．と長 く斯軍 事

（昭51．3．31）
で延 びて‾いた。・一 間が単位 と して、一刺 々の寄進 者 によって 1‾ご

つ くられてお り、現 在の建物 は江戸末期 の ものが多い。

建　 造　 物 大 光 寺 霊 廟・・足　　　　 守 服 ．部 質 翁

大光寺 は足守 藩主木下家 の菩提寺 。＿

寺域内 に霊廟 があ り．、木下家代 々の藩主 め位牌 が まう ら

れて いる。 その創建 は不詳や あるが、凄 奥輝 元ヰ献上の金

（大光寺 ） 鋼製釣灯終 などか ら江戸時代中串 と考 え－られ る。

外観 は質素 ・革 寂 な装いで あるガ 、県 下に遣 存す‘る数少

受 い霊廟建築 の⊥樺 として貴重で ある1。．

吏　 ・跡 犬 養 家　 旧 宅 用　　　　 人 ，岡　 山　 県

この旧宅 は、 岡叫県 の生んだ嘩大 を政 治家守首相 ）犬養

毅 の生家 と してよ く・知 られてい る．。・・

また、・近世後期 の庭瀬蒲 郡奉行 ‾・大庄屋 の屋敷 としての、

（昭52．4 ．8）
遺構 が よく残 っていて、rその文化財的価値 は高 い。

※　 別 に畢 造物 と して国指 壷 ．

3．市　指　定

民俗 文化財

．（昭鯛．12．20）・

伝 目像筆 蓮昌寺 田　　　　 町 八 木 ・大 慈

京都妙顕寺 開祖 日像の筆 と伝 えられ、俗 に 「蓮昌寺 の木

、鼻茶羅」 と称 されてい る。

七字 の妙号 （蓮昌寺） その開帳 は、信仰 の対象 として 、ま た、岡山城 下の＿大 き

な祭礼 と してに ぎわい、－．人 々に親 しまれて きキ 云・∵岡山市の

生活史 を知 る うえで貴 重 な歴史 資料 であ る‘‘。

Jl

建　 造　 物 子嶺 神 社 社 殿

／
宮 田 口 ‾好 活

こ．の神社 は、岡山薄 幸池田光政 の生母福 照院 （‘池 田利隆

の妻鶴子 ）が寛文 12年 （16 72）‘・7 月2 1 日、．光政 の健康 を祈 ・

って建てた とい う。

社殿 は拝殿 と本殿 か らな り、江戸初期 の神社建築 の特徴 ．

（吉備津彦神 を．よく串＿らわ して お り、貴 重 な建造物で ある。

：（昭49．4 ．．11十 社 ） また、 その沿革 につ いて、 「苦慮謹彦神社社 言己」 及び －．

「池 田家歴略 記」 にも記 録 が見 られる。

工　　　 芸 銘備州長船秀幸 吉　 備　 一津 藤 井 ・ 敬

長 さ12 7・2 C中 二及ぶ大太 刀であ りなが ら、備前独特 の凄

匁文があ らわ咋ノた作品は まれであ る．ム

神社 に献 じた奉納 刀で 、銘 「備 州長船秀幸」 と 「長禄 3

（昭50．3 ．2・8）
年 （14 59） 8 日 目」 が見 られ、窒町中期、刀工秀幸 の作で

ある こと・がわか る貴重 な大太 刀であ る。

考 古 資、料 片 岡 家 銅 鐸 西大寺水 門町 片 岡 俊 彦

この銅 鐸は初期鋼澤の特徴 をよtく残 しそし．）る。

、扁平鉦式袈 裟碑文の文様構成 に古代の綾形文、斜線文 をとどめる とともに、舞部 に鋸歯 文様 があ・る．点せ特異 な文様

，（昭50．8．8 ）
構成 の銅鐸 と考 えられ る。

文嘩系譜 の うえか らみて も貴重 な資料 と考 えられ・る。

工　　　 芸

（昭52．4 ．8 ）I

太 刀　 銘家皐 ・軒　 古　 一松 佐 藤 四 ，郎

こめ太 刀は－鎌倉 時代の永仁年間 （129 3～ 12 98）備前刀

匠家忠 によ りき′た えられた もめで、培 備前 刀独 特のす ぐれ

た作風 をよ く残 してい る。＿なお、古 癖前 刀には在銘 の もの

虻 極めて少 か 、が∴当太刀は 「象租 の銘 があ り、凄 重 で

ある。r市郎 こ所 在する刀剣の なかで も、工芸 品と‾して また ・

刀剣史 を知 る資料 として価 値 が高 い。

T石 造 美 術 l

（昭甲・1 ・20）

矢田 の宝 匪印塔 中　　 上 長信瀬四郎

この塔は 「貞治 5 年 （13 66） 4 月 15 日」 の銘 がある南北

朝時 代の造立で あ り、、その各部 が初原ゐ石で完存 してい る

ま た、 その姿 が南北朝期独 特のす らきり した美 しさを示

してお り、塔身の 2、面 に仏 像を刻 しそ－い1る点 も珍 しい。
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あ　　と　　が　　き

このたび、当課の文化財保護行政の記録として、「岡山市文化財保護年報」を発刊すること
′ヽ

になりました。

文化財保護が今日重要な社会的課題となってまいりましたが、それに伴って、保護行政の具

体的な施策は日々困難、複雑化してきました。このよう‘な情勢のなかで、市民の方々に保護行

政の概要だけでも、ご理解していただき、ご莱接をお願いするためこの年報を発刊することと

しました。

この年報のご活用を心からお願い申しあげます。

昭和53年3月31日

担　当　者

文　化　課　長　　植　田　心　壮

文化財専門監　　市　川　俊　介

文化財係長　　井　上　甫　之

主　　　　事　　出　宮　徳　尚

ク　　　　根　木　　修

ク　　　　熊代智恵子
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